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はじめに 

本書では、SeACD for Revitの操作方法を説明しています。 

SeACD for Revit固有の機能および独自動作の機能のみ説明します。 

標準版の機能（SeACDを開いたあとの操作に不明点がある場合）に関しては標準版のマニュアルをご確認ください。 

また、操作の手順について確認したい場合は、ユーザーガイドをご確認ください。 

 

本書に掲載している画面キャプチャは、Revit2019のものです。 

バージョン違いによりパラメータ名が異なるなど多少の差がある可能性がある点、ご了承ください。 

 

 

◆ マニュアル中の表記について 

 

手順 … 操作手順についての説明を記載しています。 

情報 … 手順や設定などの補足の情報を記載しています。 

注意 … 制限事項や動作上の注意点を記載しています。 
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基本的な操作手順 

SeACD for Revitの操作の流れは、以下のとおりです。 

 
 

Revitから建物概要と室情報を SeACD にインポートします。 

→インポート 

SeACD にインポートした建物概要と室データを基に、換気機器・空調機器を選

定します。 

選定した換気機器・空調機器を Revit にエクスポートし、ファミリとして配置しま

す。 

→「エクスポート」 

 

Revit と SeACDで対応する項目の名称は下記のとおりです。 

インポートやエクスポート時に、下記項目のプロパティが同期します。 

同期するプロパティの詳細は、インポート項目や、エクスポート項目を確認してください。 

 

Revit の項目名  SeACD の項目名 

プロジェクト情報 ⇒ 建物概要 

レベル ⇒ 階 

スペース ⇔ 室 

ファミリ ⇔ 換気・空調機器 

※矢印の表記について 

⇒表記はインポートのみ行います。 

⇔表記はインポートとエクスポート両方を行います。 

RevitからSeACDへインポート

SeACDで空調・換気機器の選定

選定結果をRevitにエクスポート
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機能説明 

起動方法 

SeACD for Revitは、Revitのアドインです。 

Revitを開くと、リボンの[IzumiTools]タブに[SeACD]パネルが表示されます。 

 

 

Revit リボンメニュー 

Revit リボンメニュー概要 

ここでは SeACD for Revitの動作に関わる Revitのリボン上の機能を説明します。 

 

Revit アドインリボンメニュー 

Revitの[IzumiTools]リボンに SeACD for Revitの各種機能があります。 

 

 

 

項目 説明 

SeACD を開く-SeACD を開く SeACD 画面を開き、同時に Revit の情報を SeACD に渡します（インポート）。 

押下可能な条件は以下のとおりです。 

· Revitプロジェクトが開いている 

· SeACD が閉じている 

· 機能が有効になっている 

 

Revit のファイルを複数開いている場合、SeACD で連携するのは最初に SeACD を開いた

Revit ファイルです。SeACD と連携する Revit ファイルを切り替えたい場合は、一度、最初に

SeACD を開いた Revit ファイルを、Revitの[ファイルメニュー]－[閉じる]で閉じてから、別の

Revit ファイルで SeACD を開き直してください。 
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項目 説明 

SeACD を開く-保存データを

削除 

Revit ファイルに保存された SeACD プロジェクトデータを削除します。 

ツール-共有パラメータの追

加、更新 

Revit 建物モデル内の各スペースに負荷計算の計算条件、および計算結果の負荷値などを

格納するための共有パラメータを追加します。 

詳細は、本マニュアルの「共有パラメータの追加」を確認してください。 

機能を有効にする 

／機能を無効にする 

SeACD for Revit に連携する機能の有効／無効を切り替えます。 

Revit 起動時ライセンスは未取得ですが、この操作によってライセンスを取得します。 

ライセンスを取得することで、[SeACD を開く]などの SeACD 連携機能や、更新アップデート

の確認が使用可能になります。 

SeACD との連携機能を使用しない場合は、[機能を無効にする]でライセンスを解放すること

によって、ライセンス数を節約することができます。 

オンラインサポート SeACD for Revit のオンラインサポートページを表示します。  

専用 Webサイトにて、よくある質問の閲覧や問い合わせをすることができます。 

オプション オプション画面を開きます。 

オプション画面では、SeACD for Revit の動作に関する各種設定を行います。 

詳細は本マニュアルの「オプション」を確認してください。 

マニュアル-SeACD for 

Revit の操作マニュアル 

PDF ファイルの本操作マニュアルを表示します。 

標準版 SeACD にない項目、動作が異なる項目についての説明が確認できます。 

マニュアル-標準版 SeACD

の操作マニュアル 

PDF ファイルの標準版 SeACD の操作マニュアルを表示します。 

標準版 SeACD の操作や項目の説明が確認できます。 

本マニュアルに記載がない項目については、こちらをご確認ください。 

マニュアル-SeACD for 

Revit のユーザーガイド 

PDF ファイルの SeACD for Revit のユーザーガイドを表示します。 

SeACD for Revitでサンプルの物件を入力する方法について、手順を追って説明します。 

マニュアル-標準版 SeACD

のユーザーガイド 

ウェブサイトの標準版 SeACD のユーザーガイドを表示します。 

標準版 SeACD でサンプルの物件を入力する方法について、手順を追って説明します。 

マニュアル-サンプルデータ

フォルダを開く 

SeACD for Revitサンプルデータの保存フォルダをエクスプローラーで開きます。 

バージョン情報-バージョン

情報 

バージョン情報画面を表示します。 

バージョン番号やライセンス情報の確認ができます。 

バージョン情報-最新版のチ

ェック 

最新版プログラムがリリースされているか手動でチェックします。 
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SeACD リボンメニュー 

SeACD リボンメニュー概要 

ここでは SeACD for Revitの動作に関わる SeACD リボン上の機能を説明します。 

 

Revit 連携メニュー 

SeACDのリボンの[Revit連携]タブに Revit との連携機能があります。 

 

 

 

項目 説明 

SeACD 情報を Revit へ反映 SeACDで変更した内容を Revitへ反映します。 

SeACDを開いたまま Revitに変更点を反映させて確認したいときに使います。 

空調系統の室を Revit から取得 [空調選定]画面にて、Revitのスペースを指定して室を選択中の系統に追加しま

す。 

[空調選定]画面が表示中で、[系統リスト]から系統が選択されている場合、押下

できます。 

Revit 上で室を選択状態にする ボタンを選択している場合、SeACD画面で室を選択すると、選択した室に対応

するスペースを Revit画面上で選択状態にします。 

機器 ID を出力－換気機器表 ファミリ情報が追加された換気機器の機器表を出力します。 

機器 ID を出力－空調機器表 ファミリ情報が追加された空調機の機器表を出力します。 
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インポート 

インポート概要 

Revitから SeACDへのインポートは以下の流れで行います。 

 

  

 Revit のリボンメニュー[IzumiTools]タブから[SeACD を開く]を押下して

SeACD画面を開きます。 

 SeACDに取り込まない階のチェックを外し、[OK]ボタンで確定します。 

 建築設備設計基準、負荷計算方法、電源周波数を選択して[OK]ボタン

で確定します。 

 建物概要を確認し、必要に応じて加筆修正したら[OK]ボタンで確定しま

す。 

 台数変更確認画面を表示 

Revitでのファミリの変更を SeACDへ反映します。 

 SeACD画面の操作が可能になります。 

インポートした Revitの情報が SeACD画面に反映されます。 

RevitからSeACDを開く

（インポート開始）

階の取り込み

※SeACD初回起動時

設計基準の設定

※SeACD初回起動時

建物概要を確認

※SeACD初回起動時

台数変更確認

※2回目以降の起動 ファミリの変更時

SeACDの諸元入力画面が起動
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インポート項目 

階の取り込み 

Revitモデルのどのレベルを階として取り込むか選択します。 

取り込む階を選択できるのは、初めて SeACD画面を開いたときのみです。 

 

《Revit画面》 

 

 

  

《Revit立面図》 

《SeACD－階の取り込み》 
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Revit パラメータ  SeACD 項目 説明 

-  取り込み SeACD に取り込む階を選択します。初期値は全選択です。 

チェックを入れた階を SeACD に取り込みますので、不要なレベルのみ

チェックを外してください。 

 

注意 

建物の階となるレベル（スペースが設定されているレベルや屋上、屋

根）に該当するものは必ずチェックを入れてください。階高の計算が正し

くならない可能性がございます。 

チェックを外したレベルにスペースが含まれる場合、そのスペースは

SeACD 側に取り込まれません。 

（レベル－名前） → 階 SeACD で使用する階の名称を設定します。 

初期値は[レベル]－[名前]の値です。 

 

注意 

変更できるのは SeACD 側での名称のみです。変更した名称が Revit側

のレベルの名称として使用されたり、名称によって階が変更されたりと

いったことはありません。 

（Revitの名称「2FL」を、階の名称で「1 階」としても、内部では 2FL（2

階）として認識されたままです。） 

レベル－名前 → レベル Revitの[レベル]-[名前]の値を表示します。 

Revitでの設定を確認する参考値のため、編集不可です。 

（レベル－算定高さ） → 区分 階の区分を選択します。 

初期値は Revit の[レベル]-[算定高さ]を基準にして、0 未満を「地下

階」、0 以上を「地上階」と判断します。「塔屋」と「屋上」は、手動で設定し

てください。 

 

注意 

・ 初回連携時は取り込みの選択が変更できますが、一度取り込んだら編集不可になります。 

  Revitでレベルを変更した場合（追加、削除、高さや名称の変更など）、[SeACDを開く]では変更が反映されません。 

一度 Revit リボンメニューの[SeACD を開く]-[保存データを削除]してから再度[SeACD を開く]で再連携する必要があります。 

（SeACD側での階の名前と区分は、取り込み後でも変更可能です。） 
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設計基準 

設計基準を選択します。 

[SeACDを開く]手順で本画面が表示されるのは、初めて SeACDを開いたときのみです。 

（一度連携したあとも、場合によって設計基準の変更が可能です。詳細は、『標準版 SeACD の操作マニュアル』をご参照く

ださい。） 

 

 

 

 

項目 説明 

[負荷計算方法] 負荷計算の方法を選択します。 

[① 簡易計算（㎡当たり直接入力） 

室面積（㎡）あたりで負荷を計算します。 

SeACD の[負荷確認]画面で単位負荷を入力し、負荷を算出します。 

単位負荷を入力すると、最大熱負荷が自動的に算出されます。 

 

[② 簡易計算（構造体、ガラス日射直接入力）] 

構造体負荷、ガラス日射負荷、照明負荷、人体負荷、その他の内部発熱負荷、すきま風負荷、室

内負荷、外気負荷から負荷の合計を計算します。 

構造体負荷、ガラス日射負荷…直接入力します。 

その他…諸元入力の情報から自動計算します。 

情報  

照明負荷、人体負荷、その他の内部発熱負荷、すきま風負荷、外気負荷は直接入力を選択して手入

力することも可能です。 

STABRO 負荷計算 for Revit と併せてご利用の場合、同ソフトでの計算結果を SeACD に渡すことがで

きます。（インポート／エクスポート） 

 

詳細な利用方法は、『標準版 SeACD の操作マニュアル』をご参照ください。 

 

 

 

  



13 

建物概要 

Revitモデルのプロジェクト情報が、建物概要に設定されます。 

建物概要のインポートが行われるのは、初めて SeACD画面を開いたときのみです。 

初回の SeACD画面表示時に、建物概要画面が自動で表示され、内容の確認や変更ができます。 

初回以降は、[SeACD リボンメニュー]-[ホーム]-[建物概要]から画面を開いて、内容の確認や変更ができます。 

 

《Revit－プロジェクト情報》 

 

 

《SeACD－階の取り込み》 
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《SeACD－建物概要》 

 

Revit パラメータ  SeACD 項目 説明 

プロジェクト名 → [件名] Revitの[プロジェクト情報]-[プロジェクト名]の値が設定されます。 

建物名 → [建物名称] Revitの[プロジェクト情報]-[建物名」の値が設定されます。 

計画地の所在地 → [所在地] Revitの[プロジェクト情報]-[計画地の所在地]の値が設定されます。 

建物用途 → [建物用途] Revitの[プロジェクト情報]-[建物用途]の値が設定されます。 

建物構造 → [建物構造] Revitの[プロジェクト情報]-[建物構造]の値が設定されます。 

-  [階数 地上:] 「階の取り込み」画面で[取り込み]にチェックを入れた階のうち、[区分]

が[地上階]の階を集計して設定されます。 

-  [階数 地下:] 「階の取り込み」画面で[取り込み]にチェックを入れた階のうち、[区分]

が[地下階]の階を集計して設定されます。 

-  [階数 塔屋:] 「階の取り込み」画面で[取り込み]にチェックを入れた階のうち、[区分]

が[塔屋階]の階を集計して設定されます。 

-  [延べ床面積] Revitの[プロジェクト情報]-「延床面積」の値が設定されます。 

設定範囲は 0～9,999,999.99です。 

 

注意  

上記以外の項目は、Revitからは連携されませんので、手動で設定してください。  
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台数変更確認 

SeACDの機能でプロットされた空調機器のファミリを変更した場合、次にSeACDを起動した際にどの機器情報をSeACD

に反映するかを選択できる確認画面が表示されます。 

 

対象となる操作は以下のとおりです。 

・プロットされたファミリをコピー 

・プロットされたファミリを削除 

・ファミリのタイプを変更 

 

確認画面 
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列名  説明 

区分  機器の区分「室外機、室内機」を表示します。 

階  機器が所属する階名を表示します。 

室番号  室内機の場合、機器が所属する室の室番号を表示します。 

室名  室内機の場合、機器が所属する室の室名を表示します。 

機器番号  機器番号を表示します。 

変更前  Revitでのファミリの変更を SeACD に反映せず SeACD を開きます。 

 型番・型式 「変更前」を選択した場合の機器の型番および型式を表示します。 

 機器情報 「変更前」を選択した場合の機器の台数および冷房、暖房能力を表示

します。 

Revit 情報を反映  Revit でのファミリの変更「機器の台数、および能力」を SeACD に反映

して SeACD を開きます。 

 型番・型式 「Revit 状態を反映」を選択した場合の機器の型番および型式を表示し

ます。 

 機器情報 「Revit状態を反映」を選択した場合の機器の台数および冷房、暖房能

力を表示します。 

能力再選定  Revitでのファミリの変更のうち、台数のみをSeACDに反映します。 

  「能力再選定」を選択した場合の機器の型番および型式を表示しま

す。 

  「能力再選定」を選択した場合の機器の台数および冷房、暖房能力を

表示します。 

 

例 

■プロットされたファミリをコピーした場合 

1.SeACDの機器をプロット 
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2.プロットされたファミリをコピー 

 
 

3. SeACD を開いた場合に確認画面が表示 

 

 

 

4-1変更前にチェックを入れた場合、Revitの情報を反映しない 

 

 

 

 

 

 

 

 



18 

4-2 Revit情報を反映にチェックを入れた場合、台数とタイプを反映 （直接入力にチェックが入る） 

 

 

4-3 能力再選定にチェックを入れた場合、台数を反映し、台数から能力を選定する （台数優先にチェックが入る） 

 

 

注意 

以下の操作の場合は反映しません 

・換気機器ファミリの変更 

・SeACDの機能でプロットされたファミリ以外をコピーした場合 

・オブジェクトブラウザからドラッグ&ドロップをする等、コピー以外でファミリを増やした場合 

・タイプを変更する際、変更前のファミリと異なるファミリのタイプへ変更した場合 
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室諸元 

Revitモデルのスペースが、室情報に設定されます。 

《Revit－スペース》 
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Revit パラメータ  SeACD 項目 説明 

-  計算対象室 チェックボックスを解除すると、換気選定画面や空調選定画面等で非

表示になります。 

既に機器情報を設定している室の場合、選択を解除できません。 

初期値は、選択状態です。 

レベル → 室情報-階 スペースの[レベル]に対応する階について、[階の取り込み]画面で設

定した「階」の名称が設定されます。 

番号 → 室情報-室番号 スペースの[番号]の値が設定されます。 

名前 → 室情報-室名 スペースの[名前]の値が設定されます。 

条件タイプ → 室情報-空調室 スペースの[条件タイプ]の値が冷暖・暖房・冷暖房の場合、選択されま

す。 

冷暖・暖房・冷暖房以外の場合、選択が解除されます。 

（レベルと上限の差） → 室情報-階高 スペースの[レベル]と[上限]の高さの差が設定されます。 

天井高_長さ → 室情報-天井高 スペースの[天井高_長さ]の値が設定されます。 

※ [共有パラメータを追加]する必要があります。 

※ 共有パラメータに天井高を追加していない場合、または SeACD の

天井高が「0」や空欄の場合、室容積÷面積で自動計算します。 

人員密度 → 換気-人員密度 スペースの[人員密度]の値が設定されます。 

スペースの[人員密度]が空欄の場合は値が 0 に設定されます。 

[人数]を直接設定する場合は、空が設定されます。 

設定範囲は 0～9.99です。 

 

人数 → 換気-人数 スペースの[人数]に設定した値が設定されます。 

人数を直接設定する場合は、スペースの[人員密度]を空または 0に設

定する必要があります。 

スペースの[人員密度]が空欄や 0 ではない場合、人員密度と床面積

から自動計算します。 

設定範囲は 0～99,999です。 

少数点以下は切り上げで連携します。 

単位風量 → 換気-一人当たりの

外気量 

スペースの[単位風量]の値が設定されます。 

スペースの[一人当たりの外気量]が空欄の場合は 0が設定されます。 

設定範囲は 0～9,999です。 

換気回数 → 換気-換気回数 スペースの[換気回数]の値が設定されます。 

スペースの[換気回数]が空欄の場合は 0 が設定されます。 

設定範囲は 0～99.9です。 
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Revit パラメータ  SeACD 項目 説明 

換気方式 → 換気-換気方式 スペースの[換気方式]の値が設定されます。 

 

スペースの[換気方式]：1（半角数字） → 第 1 種 

スペースの[換気方式]：2（半角数字） → 第 2 種 

スペースの[換気方式]：3（半角数字） → 第 3 種 

スペースの[換気方式]：上記以外 → 方式なし 

 

単位面積照明負荷 → 照明負荷-照明負荷 スペースの[単位面積照明負荷]の値が設定されます。 

スペースの[単位面積照明負荷]が空欄の場合は 0 が設定されます。 

設定範囲は 0～999.9です。 

人体顕熱 → 人体負荷-顕熱 スペースの[人体顕熱]の値が設定されます。 

設定範囲は 0～999です。設定値が 0の場合は空が設定されます。 

人体潜熱 → 人体負荷-潜熱 スペースの[人体潜熱]の値が設定されます。 

スペースの[人体潜熱]が空欄の場合は値が空に設定されます。 

設定範囲は 0～999です。設定値が 0の場合は空が設定されます。 

単位面積 OA 負荷 → その他内部発熱負

荷-事務機器、OA 機

器-消費電力 

スペースの[単位面積 OA 負荷]の値が設定されます。 

スペースの[単位面積 OA 負荷]が空欄の場合は値が空に設定されま

す。 

設定範囲は 0～999です。設定値が 0の場合は空が設定されます。 

 

注意 

・Revitモデルのスペースに関連を持たせているため、諸元入力画面上で室の追加・削除操作はできません。 

・Revitモデル側でスペースが途中追加された場合、対応する室が諸元入力画面の末尾に追加されます。 

・Revitモデル側でスペースが途中削除された場合、対応する室は諸元入力画面から削除されます。 

また、室に対応する換気機器・室内機情報も合わせて削除されますが、系統は削除されません。 

・本ソフトでは、床面積をプログラムで壁芯面積として算出して設定しています。Revit で自動算出された面積とは値が

異なる場合があります。 
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換気選定 

換気機器のインポートはされません。 

[SeACDを開く]のあと、SeACD画面にて手動で換気機器を配置してください。 

一度エクスポートした機器情報を変更したい場合も、SeACD側で変更してください。 

設置方法の詳細は『標準版 SeACD操作マニュアル』をご確認ください。 

 

注意 

機器情報が結びつくのは SeACD→Revitの一方向のみです。 

Revit側で設置した機器は SeACDに反映できませんので、必ず SeACD側で設置してください。 

 

 

Revit パラメータ SeACD 項目 説明 

- 該当なし ここでは Revit→SeACD に渡されてくる項目はありません。 

SeACD で設定して Revitに返される項目については本マニュアルの「エクスポ

ート項目」をご参照ください。 
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負荷確認 

以下の条件を満たす場合のみ、Revitのプロパティに持っている負荷計算結果を SeACDにインポートします。 

· [共有パラメータを追加]機能を実行し、スペースに共有パラメータが追加されている 

· STABRO負荷計算 for Revit を利用して得た負荷計算結果がある 

· 設計基準画面で「③詳細計算」を選択した（簡易計算①、②を選択した場合、負荷情報はインポートされません。） 

 

負荷計算方法による違いの詳細は本マニュアルの「設計基準」をご確認ください。 

[共有パラメータを追加]の詳細は本マニュアルの「共有パラメータの追加」をご確認ください。 

 

《 建築設備基準：平成 30年版 》 
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《 建築設備基準：平成 27年版 》 

 

 

STABRO負荷計算 for Revitからエクスポートした場合、以下情報が SeACD for Revitにもインポートされます。 
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情報 

時刻別の負荷値を連携するパラメータ（時刻別冷房 SH、時刻別冷房 LH、時刻別冷房外気負荷）以外の項目は、Revit 上で手

入力した値を SeACD 渡すことも可能です。 

Revit パラメータ  SeACD 項目 説明 

時刻別冷房 SH → 室内負荷-冷房顕熱 スペースの[時刻別冷房 SH]の値が設定されます。 

[時刻別冷房負荷]は、STABRO for Revit との連動項目用のプロパテ

ィのため、ユーザーが手動で値を設定することはできません。 

スペースの[時刻別冷房 SH]が空欄の場合は 0 が設定されます。 

設定範囲は 0～9,999,999です。 

時刻別冷房 LH → 室内負荷-冷房潜熱 建築設備設計基準が平成 30 年版の場合、 

スペースの[時刻別冷房 LH]の値が設定されます。 

[時刻別冷房負荷]は、STABRO for Revit との連動項目用のプロパテ

ィのため、ユーザーが手動で値を設定することはできません。 

スペースの[時刻別冷房 LH]が空欄の場合は 0 が設定されます。 

設定範囲は 0～9,999,999です。 

冷房 LH → 室内負荷-冷房全熱 建築設備設計基準が平成 27 年版の場合、 

スペースの[冷房 LH]の値が設定されます。 

スペースの[冷房 LH]が空欄の場合は 0 が設定されます。 

設定範囲は 0～9,999,999です。 

暖房 TH → 室内負荷-暖房全熱 スペースの[暖房 TH]の値が設定されます。 

スペースの[暖房 TH]が空欄の場合は 0 が設定されます。 

設定範囲は 0～9,999,999です。 

時刻別冷房外気負

荷 

→ 外気負荷-冷房全熱 建築設備設計基準が平成 30 年版の場合、 

スペースの[時刻別冷房外気負荷]の値が設定されます。 

[時刻別冷房負荷]は、STABRO for Revit との連動項目用のプロパテ

ィのため、ユーザーが手動で値を設定することはできません。 

スペースの[時刻別冷房外気負荷]が空欄の場合は 0 が設定されま

す。 

設定範囲は 0～9,999,999です。 

冷房外気負荷 → 外気負荷-冷房全熱 建築設備設計基準が平成 27 年版の場合、 

スペースの[冷房外気負荷]の値が設定されます。 

スペースの[冷房外気負荷]が空欄の場合は 0 が設定されます。 

設定範囲は 0～9,999,999です。 

暖房外気負荷 → 外気負荷-暖房全熱 スペースの[暖房外気負荷]の値が設定されます。 

スペースの[暖房外気負荷]が空欄の場合は 0 が設定されます。 

設定範囲は 0～9,999,999です。 

建築設備設計基準に応じた連携項目および、STABRO for Revit とのデータ連携は、本マニュアルの「項目の連携」を参照し

てください。 
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空調選定 

空調機器のインポートはされません。 

[SeACDを開く]のあと、SeACD画面にて手動で空調機器を配置してください。 

一度エクスポートした機器情報を変更したい場合も、SeACD側で変更してください。 

設置方法の詳細は「標準版 SeACD操作マニュアル」をご確認ください。 

 

注意 

機器情報の連携は SeACD→Revitの一方向のみです。 

Revit側で設置した機器は SeACDに反映できませんので、必ず SeACD側で設置してください。 

 

Revit パラメータ SeACD 項目 説明 

- 該当なし ここでは Revit→SeACD に渡されてくる項目はありません。 

SeACD で設定して Revitに返される項目については本マニュアルの「エクスポ

ート項目」をご参照ください。 
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エクスポート 

エクスポート概要 

SeACDから Revitへのエクスポートは以下の流れで行います。 

 
 

SeACD を×ボタンで閉じ、保存確認画面、および、同期確認画面で[はい]

を押下するとエクスポートを開始します。 

エクスポートが完了すると、Revit画面に SeACD画面で設定した室情報や

選定した換気・空調機器が反映されます。 

（換気・空調機器はファミリとして Revitに反映されます） 

 

  

SeACDを閉じる

(エクスポート開始)

RevitにSeACD情報の反映完了

(エクスポート完了)



28 

エクスポート項目 

諸元入力 
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SeACD 項目  Revit パラメータ 説明 

室情報-空調室 → 条件タイプ [空調室]が選択状態で、スペースの[条件タイプ]が「冷房・暖房・冷暖

房」以外の場合、スペースの[条件タイプ]を「冷暖房」に設定します。 

[空調室]が選択解除の状態で、スペースの[条件タイプ]が「冷房・暖

房・冷暖房」の場合、スペースの[条件タイプ]を「無条件」に設定しま

す。 

換気-人員密度 → 人員密度 スペースの[人員密度]に値が設定されます。 

空欄の場合は 0が設定されます。 

設定範囲は 0～9.99です。 

換気-人数 → 人数 スペースの[人数]に値が設定されます。 

空欄の場合は 0が設定されます。 

設定範囲は 0～99,999です。 

照明負荷-照明負荷 → 単位面積照明負荷 スペースの[単位面積照明負荷]に値が設定されます。 

空欄の場合は 0が設定されます。 

設定 0～999.9です。 

人体負荷-人員密度 → 人員密度 スペースの[人員密度]に値が設定されます。 

空欄の場合は 0が設定されます。 

人体負荷-顕熱 → 人体顕熱 スペースの[人体顕熱]に値が設定されます。 

空欄の場合は 0が設定されます。 

設定範囲は 1～999です。 

人体負荷-潜熱 → 人体潜熱 スペースの[人体潜熱]に値が設定されます。 

空欄の場合は 0が設定されます。 

設定範囲は 1～999です。 

その他内部発熱負荷 

-事務機器、OA 機器 

-消費電力 

→ 単位面積 OA 負荷 スペースの[単位面積 OA 負荷]に値が設定されます。 

空欄の場合は 0が設定されます。 

設定範囲は 1～999です。 

換気-一人当たりの

外気量 

→ 単位風量 スペースの[単位風量]に値が設定されます。 

空欄の場合は 0が設定されます。 

設定範囲は 0～9,999です。 

換気-換気回数 → 換気回数 スペースの[換気回数]に値が設定されます。 

空欄の場合は 0が設定されます。 

設定範囲は 0～99.9です。 

換気-換気方式 → 換気方式 スペースの[換気方式]の値が設定されます。 

 

第 1 種 → スペースの[換気方式]：1 （半角数字） 

第 2 種 → スペースの[換気方式]：2 （半角数字） 

第 3 種 → スペースの[換気方式]：3 （半角数字） 

方式なし → スペースの[換気方式]： 変更無し 
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注意 

・[照明負荷]の[参照室名]に[消費電力より算出入力]を設定した場合、Revit の[照明負荷]パラメータに値が反映され

ません。Revitの[照明負荷]パラメータに、消費電力より算出の計算値と合うような数値を設定する必要があります。 
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換気選定 

以下の項目がファミリのパラメータと連携します。 
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SeACD 項目  Revit パラメータ 説明 

機器-機器番号 → 給気機器記号 

排気機器記号 

機器番号に入力した値が、スペースのパラメータに設定されます。一

つのスペースに複数の機器がある場合は「;（セミコロン）」で連結した

文字列が設定されます。 

 

連携されるパラメータの詳細は本マニュアルの「機器パラメータの連携－換気機器」をご確認ください。 

 

注意 

・換気機器を削除した場合、Revitに配置されている換気機器のファミリは削除されます。 

 

・設置場所指定 

SeACDで機器を配置する際は、実際に換気する室にドラッグ&ドロップする必要があります。換気する室と、実際の設置

場所が異なる場合、換気機器の選定・変更画面で「設置場所」の選択を変更していただくことで Revitでのプロット位置を

別途指定することができます。 

 

（例） 

[換気選定・系統図] 

 

 

  

SeACDでは換気する室に機器を配置 
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[換気機器の選定・変更] 

 

 

 

 

注意 

・設置場所が反映されるのは、新規で追加した機器のみです。設置済みの機器の設置場所を変更しても、Revitには反

映されません。 

  

設置場所を「エントランス」に変更 

Revit でエントランスにプロット 
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負荷確認 

SeACD の[負荷確認]画面で編集した結果は、事前に[共有パラメータを追加]した場合のみ、Revit に返されます。[共有

パラメータを追加]の詳細は本マニュアルの「共有パラメータの追加」をご確認ください。 

 

SeACD起動時に設計基準画面で選択した負荷計算方法によって連携する内容が異なります。 

 

各負荷計算方法における連携項目は以下のとおりです。 

Revit パラメータ 連携する場合の計算方法 設定なし または 

連携しない項目の場合の値 ①簡易 ②簡易 ③詳細 

時刻別冷房 SH  ○ ○ 空欄 

冷房 SH9 時  ○ ○ 0 

冷房 SH12 時  ○ ○ 0 

冷房 SH14 時  ○ ○ 0 

冷房 SH16 時  ○ ○ 0 

冷房 LH  ○ ○ 0 

時刻別冷房 LH  ○ ○ 空欄 

冷房 LH9 時  ○ ○ 0 

冷房 LH12 時  ○ ○ 0 

冷房 LH14 時  ○ ○ 0 

冷房 LH16 時  ○ ○ 0 

冷房 LH  ○ ○ 0 

冷房 TH ○ ○ ○ 0 

暖房_TH ○ ○ ○ 0 

時刻別_冷房外気負荷  ○ ○ 空欄 

冷房外気負荷 9 時  ○ ○ 0 

冷房外気負荷 12 時  ○ ○ 0 

冷房外気負荷 14 時  ○ ○ 0 

冷房外気負荷 16 時  ○ ○ 0 

冷房外気負荷  ○ ○ 0 

暖房外気負荷  ○ ○ 0 
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①簡易計算（m2当たり直接入力） 

 

 

 

 

SeACD 項目  Revit パラメータ 説明 

冷房 最大熱負荷 

合計 

→ 冷房 TH スペースの[冷房 TH]に値が設定されます。 

空欄の場合は 0が設定されます。 

設定範囲は 0～9,999,999です。 

暖房 最大熱負荷 

合計 

→ 暖房 TH スペースの[暖房 TH]に値が設定されます。 

空欄の場合は 0が設定されます。 

設定範囲は 0～9,999,999です。 
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②簡易計算（構造体、ガラス日射直接入力）、および③詳細計算（負荷計算ソフトを使用） 

《 建築設備基準：平成 30年版 》 
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③詳細計算（負荷計算ソフトを使用） 

《 建築設備基準：平成 27年版 》 

 

 

 

  



38 

SeACD 項目  Revit パラメータ 説明 

室内負荷-冷房顕熱 → 時刻別冷房 SH スペースの[時刻別冷房 SH]に値が設定されます。 

室内負荷-冷房潜熱 → 冷房 SH スペースの[冷房 SH]に冷房合計負荷の最大値の時刻に対応する顕

熱の値を設定します。 

室内負荷-冷房潜熱 → 時刻別冷房 LH 建築設備設計基準が平成 30 年版の場合、 

スペースの[時刻別冷房 LH]に値が設定されます。 

室内負荷-冷房潜熱 → 冷房 LH スペースの[冷房 LH]に値が設定されます。 

建築設備設計基準が平成 30 年版の場合、冷房合計負荷の最大値

の時刻に対応する潜熱の値を設定します。 

室内負荷-暖房全熱 → 暖房 TH スペースの[暖房 TH]に値が設定されます。 

外気負荷-冷房全熱 → 時刻別冷房外気負

荷 

建築設備設計基準が平成 30 年版の場合、 

スペースの[時刻別冷房外気負荷]の値が設定されます。 

外気負荷-冷房全熱 → 冷房外気負荷 スペースの[冷房外気負荷]に値が設定されます。 

建築設備設計基準が平成 30 年版の場合、冷房合計負荷の最大値

の時刻に対応する潜熱の値を設定します。 

外気負荷-暖房全熱 → 暖房外気負荷 スペースの[暖房外気負荷]に値が設定されます。 

建築設備設計基準に応じた連携項目および、STABRO for Revit とのデータ連携は、本マニュアルの「項目の連携」を参照し

てください。 

 

情報  

最大熱負荷の判定方法は以下のとおりです。 

1. 時刻別の負荷合計値を算出し、合計が最も大きい時刻を確認する 

 9 時 12 時 14 時 16 時 

室内負荷 冷房 SH 1000 2000 3000 4000 

室内負荷 冷房 LH 2000 5000 4000 1000 

外気負荷 4000 7000 9000 10000 

合計 7000 14000 16000 15000 

 

2. 合計が最大となる時刻の値を各負荷項目の値として設定する 

冷房 SH 3000 

冷房 LH 4000 

冷房 TH 7000 

冷房外気負荷 9000 

 

  

項目ごとの最大値ではなく、 

合計が最大となる時刻の各値 

を使用します。 

冷房 TH は冷房 SH と冷房

LHの合計で算出します。 
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空調選定 
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SeACD 項目  Revit パラメータ 説明 

機器-機器番号 → 空調機器記号 

 

室内機の機器番号に入力した値が、スペースのパラメータに設定さ

れます。一つのスペースに複数の機器がある場合は「;（セミコロン）」

で連結した文字列が設定されます。 

 

連携されるパラメータの詳細は、本マニュアルの「機器パラメータの連携－換気機器」をご確認ください。 

 

注意 

・系統、機器を削除した場合、Revitに配置されている室内機・屋外機のファミリは削除されます。 
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同期確認画面 

SeACDを終了すると[保存確認]メッセージが表示されます。 

[保存して閉じる]を押下すると、同期確認画面を表示します。 

[保存せずに閉じる]を押下すると、SeACDで入力した情報を破棄し、SeACDを閉じます。 

 

 

同期確認画面では、機器ファミリをプロットする際の高さのオフセットを指定できます。 

OKボタンを押下するとエクスポートが実行されます。 

 

項目 説明 

換気機器プロット時の高さ初期値 換気機器のファミリをプロットするときの、高さのオフセットを指定します。 

初期値は[オプション]設定の同名項目の値です。 

値は-999～999mm の範囲の整数が設定可能です。 

 

空調機器プロット時の高さ初期値 空調機器のファミリをプロットするときの高さのオフセットを指定します。 

初期値は[オプション]設定の同名項目の値です。 

値は-999～999mm の範囲の整数が設定可能です。 

OK エクスポートして、SeACD画面に戻ります。 

キャンセル エクスポートしないで、SeACD画面に戻ります。 
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ファミリの削除確認画面 

SeACDで機器選定して Revitに返すと換気機器・空調機ファミリが配置されます。 

上記操作により一度 Revitに配置した機器について SeACD側で台数を減らした場合、Revit配置済みファミリのうちどの

ファミリを削除するか選択する画面が表示されます。一覧には SeACD 画面で管理しているファミリが表示されますので、

削除する個数分チェックボックスを選択して、OKボタンで確定します。 

 

項目 説明 

削除対象の機器一覧 階名と室の名前ごとに、削除する対象の機器番号が表示されます。 

機器番号を選択すると、管理する機器ファミリの一覧が左側に表示されます。 

空室情報－階 選択している機器情報の室の階名が表示されます。 

空室情報－部屋番号 選択している機器情報の室の部屋番号が表示されます。 

空室情報－部屋名 選択している機器情報の室の部屋名が表示されます。 

台数－SeACD 選択している機器が現在 SeACDで何台あるか表示されます。 

台数－Revit 選択している機器が現在 Revitで何台あるか表示されます。 

Revit 設置機器一覧－

削除 

削除するファミリを指定するチェックボックスが表示されます。 

削除する個数分、チェックボックスを選択します。 

削除チェックボックスの選択個数が、削除する件数と一致しない場合、エクスポートできません。 

機器番号 選択している機器情報の機器番号が表示されます。 

ファミリ名 選択している機器の Revitに配置されたファミリ名が表示されます。 

タイプ名 選択している機器のタイプ名が表示されます。 

●台を削除 SeACD側で削除した台数（Revitでプロットしたファミリ削除しなければならない台数）が表示

されます。 

●台を選択中 本画面で削除対象として選択した機器の台数が表示されます。 

Revit 画面で機器を選択

状態にする 

本項目にチェックを入れると、本画面で選択中の機器ファミリを Revitでも選択状態にして表

示します。 

[OK] エクスポートで、選択したファミリが削除されます。 

[キャンセル] エクスポートしないで、SeACD画面に戻ります。 
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各種設定・確認 

ツール 

共有パラメータの追加、更新 

 

 

Revit モデル内のプロジェクト情報や各スペースに負荷計算の計算条件、および計算結果の負荷値などを格納するため

の共有パラメータを追加します。追加される共有パラメータは以下のとおりです。 

 

情報 

SeACD for Revitではその他、機器のファミリにパラメータを追加して使用します。 

機器ファミリのパラメータは、機器の配置時に自動で追加されます。 

注意 

Ver.1.1.10以前の「共有パラメータを追加」機能で追加されたパラメータとは連携されません。 

1.1.10 以前の機能のパラメータが存在する場合は、削除するかどうかの確認メッセージが表示されるため削除することを

推奨します。 

 

  

スペース プロジェクト情報 

・天井高_長さ 

・換気方式 

・人員密度 

・人数 

・単位面積照明負荷 

・人体顕熱 

・人体潜熱 

・単位面積 OA 負荷 

・単位風量 

・換気回数 

・給気量 

・排気量 

・空調機器記号 

・給気機器記号 

・排気機器記号 

・時刻別冷房 SH 

・冷房 SH 

・時刻別冷房 LH 

・冷房 LH 

・冷房 TH 

・暖房 TH 

・時刻別冷房外気負荷 

・暖房外気負荷 

・冷房 SH9 時 

・冷房 SH12 時 

・冷房 SH14 時 

・冷房 SH16 時 

・冷房 LH9 時 

・冷房 LH12 時 

・冷房 LH14 時 

・冷房 LH16 時 

・外気負荷 9 時 

・外気負荷 12 時 

・外気負荷 14 時 

・外気負荷 16 時 

 

・建物用途 

・建物構造 

・延床面積 
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rfa ファイルのアップデート 

使用する R evit の バージョンよりファミリのバージョンが古い場合に使用します。 

詳細は『SeACD for Revitセットアップガイド』をご参照ください。 

 

オプション 

Revitのリボンの[IzumiTools]-[オプション]を押下すると、オプション画面が表示されます。 

オプション画面では、SeACD for Revitの動作に関する設定をします。 
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項目 説明 

[機器ファミリ]－[換気機器プロット

時の高さ初期値]  

 

エクスポート時に表示される同期確認画面にある、換気機器をプロットするとき

の高さのオフセット初期値です。 

換気機器の[据付方式]によってオフセットが設定されます。 

換気機器の[据付方式]は、SeACD画面[換気選定]-[据付方式]から設定しま

す。 

換気機器の据付方式ごとのオフセットの初期値は次のとおりです。 

[初期値] 

・ 天吊：300mm 

・ 床置：0mm 

・ 壁付：-500mm 

・ 天埋：0mm 

値は-999～999mm の範囲の整数が設定可能です。 

範囲を超えて設定した場合、自動で範囲内の値に変更されます。 

文字や空欄を設定した場合、自動で初期値に変更されます。 

 

[機器ファミリ]－[空調機器プロット

時の高さ初期値] 

エクスポート時に表示される同期確認画面にある、空調機をプロットするときの

高さのオフセット初期値です。 

空調機の[据付方式]によってオフセットが設定されます。 

空調機の[据付方式]は空調機ごとにシステムで設定されており、ユーザーが指

定することはできません。 

空調機の据付方式ごとのオフセットの初期値は次のとおりです。 

[初期値] 

・ 天吊形：0mm 

・ 床置形：0mm 

・ 壁掛形：-300mm 

・ 天吊(隠ぺい)形：300mm 

・ カセット形：0mm 

値は-999～999mm の範囲の整数が設定可能です。 

 

[機器ファミリ]－[据付方式判断文

字] 

SeACDで選定した換気機器を Revitに配置するとき、SeACDの[換気選定]－

[据付方式]の文字列からファミリのプロット位置を判断しています。その判断文

字を設定するのが、この項目です。判断文字の初期値は以下のとおりです。 

（図は据付方式毎のプロットイメージです。） 
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項目 説明 

・ 天吊：天吊 

天井高から機器の芯を基準に設置します。 

 

・ 床置：床置 

床面から機器の基礎を基準に床面から設置します。 

 

・ 壁付：壁付 

天井高から機器の芯を基準に設置します。 

 

・ 天埋：天埋 

天井高から機器の芯を基準に設置します。 
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項目 説明 

情報 

・ SeACD画面上にて[換気選定]-[据付方式]の値が未設定など、据付方式を

判断できなかった場合には[天吊]と判断します。 

・ 複数の判断文字を設定したい場合、「;」で判断文字を区切ることで設定でき

ます。 

・ 判断文字が複数含まれる設定になっていた場合、先頭から見て初めにヒッ

トした判断文字で判断します。（例：床置壁付とあった場合、「床置」になる） 

[機器ファミリ]－[RUG ファミリの保

存フォルダ] 

RUGからダウンロードしてきた「設備(MEP)ジェネリックファミリ」を、解凍したフォ

ルダのパスです。[場所の変更]ボタンから指定します。 

[機器ファミリ]－[場所の変更] 上記[RUGファミリの保存フォルダ] の場所を設定します。 

主に初期設定時に使用します。（その他、RUGからダウンロードしたファミリの保

存場所を変更した場合にも使用できますが、基本的には変更しません。） 

設定は末尾が「\4_機械設備\機械設備」（解凍後のフォルダと同様の構成）とな

るようにしてください。 

※設定方法の詳細は『SeACD for Revitセットアップガイド』をご参照ください。 

[スペース]－[天井高を取得する共

有パラメータ名] 

天井高を Revitのどの共有パラメータから取得するかを共有パラメータ名で指定

します。 

[OK] 設定した内容を保存して、オプション画面を閉じます。 

[キャンセル] 設定した内容を保存しないで、オプション画面を閉じます。 

  



48 

バージョン情報 

バージョン情報 

Revit のリボンの[IzumiTools]-[バージョン情報] -[バージョン情報]を押下すると、バージョン情報画面が表示されます。

バージョン情報画面では、SeACD for Revit のバージョンやライセンス情報の確認ができます。 

お問合せいただく場合などに必要となる情報もございますので、確認方法をご承知おきください。 

 

 

項目 説明 

[Version] 現在インストールされている SeACD for Revitの詳細バージョンを表示します。 

[ライセンス種類]  ライセンスの認証方式種類を表示します。 

[ライセンス状況] ラインセンスの認証状況(有効/無効)を表示します。 

[ライセンス期間] ライセンス契約の残り日数と有効期限を表示します。 

[組織名] インストール時にご入力いただいた組織名を表示します。 

[名前] インストール時にご入力いただいた名前を表示します。 

[プロダクトキー] 本ソフトの認証にご利用いただいているプロダクトキーを表示します。 
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最新版のチェック 

Revitのリボンの[IzumiTools]-[バージョン情報] -[最新版のチェック]を押下すると、SeACD for Revitの最新版がリリース

されているかどうかをご確認いただけます。 

 

 

最新版の更新情報の確認時に、現在のバージョンより新しいバージョンが公開されていた場合、最新版の更新情報画面

が表示されます。 

最新版の更新情報画面では、SeACD for Revitの最新版のバージョン番号や修正事項の確認と、更新プログラムのダウ

ンロードが可能です。ダウンロードした更新プログラムは、Revitを閉じてから実行してください。 

 

項目 説明 

[現在のバージョン] 現在の開いている SeACD for Revit のバージョン番号です。 

[最新のバージョン]  公開されている SeACD for Revit の最新バージョン番号です。 

[修正事項の表示...] ウェブサイトの修正履歴のページが開きます。 

[ダウンロード...] 押下することで、更新プログラムがダウンロードされます。 

[起動時に本プログラムの更新情報

をチェックする] 

オプション画面の[起動時に本プログラムの更新情報をチェックする]と同様の設定で

す。 
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データの保存 

データの保存 

エクスポートして SeACDの画面を閉じた後に、Revitの[元に戻す]に[SeACD機器の出力]ができます。 

[SeACD 機器の出力]に、室情報や機器選定情報などの SeACD のデータが含まれており、データを保存する場合は、

[Revitの保存]など Revitの保存機能を使って、Revitのデータとともに保存します。 
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データの削除 

操作の取り消し 

Revit の[元に戻す]や[やり直し]コマンドを使用して、[SeACD 機器の出力]の取り消しや、取り消しをキャンセルすること

ができます。[SeACD機器情報の出力]は SeACDでの変更を Revitに返す操作なので、これを取り消すことで SeACD連

携前の状態に戻すことができます。 
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SeACD の保存データを削除 

Revitに変更を加えて再度 SeACDを開くと、その変更が SeACDにも反映されます。 

一方、初回連携時にしか渡されない項目は、Revitで変更しても SeACDには反映されません。 

 

以下はその連携タイミングの一覧です。オレンジの網掛け部分について変更したい場合、SeACDの「保存データを削除」

して開きなおす再連携が必要な場合がありますので、以下の表をご確認ください。 

 

例：Revit側でレベルに変更があった場合 

取り込み対象の階の選択変更／連携後起動／Revitの変更を SeACD に反映× 

⇒SeACD を削除して再連携してください。ただし、機器が配置済みの場合、紐付けが消えてしまいます。 

 

機能 

初回連携時 連携後起動 

Revitから 

SeACD への連携 

SeACD 側で 

手修正 

Revitの変更を 

SeACD に反映 

SeACD 側で 

手修正 

取り込み対象の階の選択変更 ○ △※1 × × 

設計基準（建築設備設計基準）の変更 - ○ - △※2 

設計基準（負荷計算方法）の変更 - ○ - △※2 

設計基準（電源周波数）の変更 - ○ - △※2 

建物概要 ○ × × × 

室情報 ○ ○※3 ○ ○※3 

換気選定 - ○ × ○ 

負荷確認 ○※4 ○ ○※4 ○ 

空調選定 - ○ △※5 ○ 

○：修正・連携可能、△：一部修正・連携可能、×：修正・連携不可 

※1  取り込み対象の選択変更のみ可能です。ここで Revitにないレベル（階）を新しく追加したりはできません。 

※2  標準版 SeACD の仕様により、変更可能な場合とそうでない場合があります。詳細は『標準版 SeACD 操作マニュ

アル』の「使い方」－「保存・変換・閉じる」－「案件ファイルを変換する」項目をご参照ください。 

※3  諸元入力画面で入力可能な項目のみ、変更が可能です。 

※4  STABRO 負荷計算 for Revit を併用の場合、この熱負荷計算結果を連携します。（項目によっては Revit 側で手

入力した値を渡すことも可能です。 

※5  プロットされたファミリに対して、特定の操作のみ SeACD へ反映することができます。詳細は『標準版 SeACD

操作マニュアル』の「インポート」－「台数変更」項目をご参照ください。 

  



53 

注意 

本操作後も Revit案件ファイルを保存しない限りは、SeACDデータは完全には消えません。 

また、案件ファイル内の SeACDデータが削除されるのみで、Revitに反映した情報は削除されません。 

 

Revit に反映した情報とは、プロットしたファミリやパラメータの値などです。ただしファミリの紐付けは消えるので、再度

SeACDで同様の入力をしても、それまでに配置していたファミリを SeACD側から操作することはできなくなります。 

 

SeACD を利用した機器の配置を再度初めからやり直す場合、SeACD データの削除に加え、Revit 側で配置されたファミ

リもすべて削除してください。  
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その他の Revit 連携機能  

SeACD 情報を Revit へ反映 

 

 

ボタンを押すことで、SeACDを開いたまま Revitに変更内容を反映することができます。 

（SeACDを閉じる操作でも変更内容は連携されます。） 
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空調系統の室を Revit から取得 

[空調選定]では、機器を配置する前に、系統に室を追加する操作が必要です。 

SeACD for Revitでは、Revit画面上でスペースを選択して、系統に追加することができます。 

（SeACD画面のみで室を追加する方法は『標準版 SeACDの操作マニュアル』をご確認ください。 

 

 

【Revit画面上でスペースを選択して、系統に室を追加する方法】 

1. SeACD リボンメニューの[Revit連携]タブ－[空調系統の室を Revitから取得]を押下します。 

※ [空調系統の室を Revitから取得]メニューは、[空調選定]画面を開いていて、系統リストの系統が選択されて

いる場合に使用可 

2. Revitのアクティブなビュー上で、スペースが選択可能なモードに切り替わります。 

3. 系統に追加したいスペースを Revit上でクリックして選択し、[終了]すると、選択した室が系統に追加されます。 

 

注意 

・[空調系統の室を Revit から取得]を押下した際に切り替わる Revit のスペースの選択状態では、ビューを切り替える

ことはできません。別のビューで室を選択したい場合は、一度、選択を確定した後にアクティブなビューを切り替えて、

再び[空調系統の室を Revitから取得]を押下してください。 

・選択中の系統や、他の系統で既に使用されているスペース、空調室でないスペースをRevitから選択した場合、選択

した室は系統に追加されません。  
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Revit 上で室を選択状態にする 

[Revit連携]タブの[Revit上で室を選択状態にする]で、SeACD上で選択中の室が Revitモデル上のどのスペースと連動

しているか表示することができます。 

 

 

【Revit上で室を選択状態にする方法】 

１． SeACD画面で[Revit上で室を選択状態にする]を押下した状態で、Revit上で確認したい室を選択します。 

 

 

２． Revit画面に切り替えると、連動先のスペースが選択状態になっています 
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機器 ID を出力 

機器表の出力方法は 2通りあります。ここでは SeACD for Revit固有の機器表出力方法を説明します。 

（[ファイル]－[帳票出力]から出せる機器表は SeACD 標準の機能のため、『標準版 SeACD 操作マニュアル』を参照くだ

さい。） 

 

[Revit連携]タブの[機器 IDを出力]機能では、ファミリ情報も掲載した Excelの機器表が出力できます。 

出力されるファミリの情報は、ファミリ名、タイプ名、ファミリインスタンスのユニーク ID,エレメント IDです。 
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【機器 IDを出力する方法】 

１． [換気選定]画面や[空調選定]画面で機器が設置されている状態で、SeACD リボンメニューの[Revit連携]－[機器

IDを出力]を押下します。 

 

 

２． [換気機器表]と[空調機器表]のメニューから、出力したい機器表を選択すると、Excel の機器表保存画面が表示さ

れます。保存場所とファイル名を設定して[保存]します。 

 

 

３． 機器表の出力後、出力した機器表を開くか確認のメッセージが表示されます。 

機器表をすぐに開く場合は[はい]を押下します。 
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項目の連携 

STABRO 負荷計算 for Revit からの連携 

STABRO負荷計算 for Revit (2.0.10以降)を併せてご利用の場合、 

STABRO項目名の値を Revitパラメータに出力し、SeACD for Revit を起動すると、対応する SeACD項目名に取り込ま

れます。 

※SeACD for Revit起動時に、設計基準画面の計算方法で「③詳細計算」を選択する必要があります。 

  

平成 27年版 詳細負荷 

・ STABRO項目名は STABRO負荷計算の[負荷確認]画面の項目名です。 

灰色の項目は Revitへパラメータを出力しない項目です。 

・ Revitパラメータは[共有パラメータの追加]機能で追加されるパラメータです。 

・ SeACD項目名は SeACDの[負荷確認]画面の項目名です。 

STABRO 項目名 
Revitパラメータ SeACD 項目名 

行 列 

室内負荷合計 夏期-顕熱負荷 ※1 → 冷房 SH ← 室内負荷-冷房顕熱 ※1 

夏期-顕熱負荷 SH-9 時 → 時刻別冷房 SH、冷房 SH9 時 ⇔ 室内負荷-冷房顕熱-9 時 

夏期-顕熱負荷 SH-12 時 → 時刻別冷房 SH、冷房 SH12 時 ⇔ 室内負荷-冷房顕熱-12 時 

夏期-顕熱負荷 SH-14 時 → 時刻別冷房 SH、冷房 SH14 時 ⇔ 室内負荷-冷房顕熱-14 時 

夏期-顕熱負荷 SH-16 時 → 時刻別冷房 SH、冷房 SH16 時 ⇔ 室内負荷-冷房顕熱-16 時 

夏期-潜熱負荷 LH ※1 → 冷房 LH ⇔ 室内負荷-冷房潜熱 

冬期-全熱負荷 TH → 暖房 TH ⇔ 室内負荷-暖房全熱 

外気負荷 夏期-全熱負荷 TH ※1 → 冷房外気負荷 ⇔ 外気負荷-冷房全熱 ※2 

夏期-全熱負荷 TH-9 時 → 時刻別冷房外気負荷、冷房外気

負荷 9 時 

⇔ 外気負荷-冷房全熱-9 時 ※3 

夏期-全熱負荷 TH-12 時 → 時刻別冷房外気負荷、冷房外気

負荷 12 時 

⇔ 外気負荷-冷房全熱-12 時 ※3 

夏期-全熱負荷 TH-14 時 → 時刻別冷房外気負荷、冷房外気

負荷 14 時 

⇔ 外気負荷-冷房全熱-14 時 ※3 

夏期-全熱負荷 TH-16 時 → 時刻別冷房外気負荷、冷房外気

負荷 16 時 

⇔ 外気負荷-冷房全熱-16 時 ※3 

冬期-全熱負荷 TH → 暖房外気負荷 ⇔ 外気負荷-暖房全熱 

 

  

 
※1 4時刻（9時、12時、14時、16時）の最大の値を連携します。 
※2 「外気負荷を時刻別で計算する」チェックが ONの場合、4時刻（9時、12時、14時、16時）の最大値を連携します。 
※3 「外気負荷を時刻別で計算する」チェックが ONの場合に連携します。 
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平成 30年版 詳細負荷 

・ STABRO項目名は STABRO負荷計算の[負荷確認]画面の項目名です。 

・ 灰色の項目は Revitへパラメータを出力しない項目です。 

・ Revitパラメータは[共有パラメータの追加]機能で追加されるパラメータです。 

・ SeACD項目名は SeACDの[負荷確認]画面の項目名です。 

STABRO 画面項目 
Revitパラメータ SeACD 画面項目 

行 列 

室内負荷合計 夏期-顕熱負荷 ※4 → 冷房 SH ← 室内負荷-冷房顕熱 ※4 

夏期-顕熱負荷 SH-9 時 → 時刻別冷房 SH、冷房 SH9 時 ⇔ 室内負荷-冷房顕熱-9 時 

夏期-顕熱負荷 SH-12 時 → 時刻別冷房 SH、冷房 SH12 時 ⇔ 室内負荷-冷房顕熱-12 時 

夏期-顕熱負荷 SH-14 時 → 時刻別冷房 SH、冷房 SH14 時 ⇔ 室内負荷-冷房顕熱-14 時 

夏期-顕熱負荷 SH-16 時 → 時刻別冷房 SH、冷房 SH16 時 ⇔ 室内負荷-冷房顕熱-16 時 

夏期-潜熱負荷 LH ※4 → 冷房 LH ← 室内負荷-冷房潜熱 ※4 

夏期-潜熱負荷 TH-9 時 → 時刻別冷房 LH、冷房 LH9 時 ⇔ 室内負荷-冷房潜熱-9 時 

夏期-潜熱負荷 TH-12 時 → 時刻別冷房 LH、冷房 LH12 時 ⇔ 室内負荷-冷房潜熱-12 時 

夏期-潜熱負荷 TH-14 時 → 時刻別冷房 LH、冷房 LH14 時 ⇔ 室内負荷-冷房潜熱-14 時 

夏期-潜熱負荷 TH-16 時 → 時刻別冷房 LH、冷房 LH16 時 ⇔ 室内負荷-冷房潜熱-16 時 

冬期-全熱負荷 TH → 暖房 TH ⇔ 室内負荷-暖房全熱 

外気負荷 夏期-全熱負荷 TH ※4 → 冷房外気負荷 ← 外気負荷-冷房全熱※4 

夏期-全熱負荷 TH-9 時 → 時刻別冷房外気負荷、冷房外気

負荷 9 時 

⇔ 外気負荷-冷房全熱-9 時 

夏期-全熱負荷 TH-12 時 → 時刻別冷房外気負荷、冷房外気

負荷 12 時 

⇔ 外気負荷-冷房全熱-12 時 

夏期-全熱負荷 TH-14 時 → 時刻別冷房外気負荷、冷房外気

負荷 14 時 

⇔ 外気負荷-冷房全熱-14 時 

夏期-全熱負荷 TH-16 時 → 時刻別冷房外気負荷、冷房外気

負荷 16 時 

⇔ 外気負荷-冷房全熱-16 時 

冬期-全熱負荷 TH → 暖房外気負荷 ⇔ 外気負荷-暖房全熱 

 

  

 
※4 4時刻（9時、12時、14時、16時）の最大の値を連携します。 
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機器パラメータの連携－換気機器 

換気機器について、SeACD 上で表示、入力、または裏で保持している値が、Revit にどのように返されるかの一覧です。

機器のタイプ毎に返される値が異なります。 

 

連携条件 

・ SeACD の[換気選定]－[選定機器一覧]の入力値と Revitの機器ファミリが連携します。 

・ Revit パラメータ名が複数の項目に記載されている場合、その項目のうち、最も大きい SeACD の値を連携します。 

・ パラメータのクリア条件は本マニュアルの「機器パラメータの連携－クリア」を参照してください。 

 

入力項目との連携 

・ SeACD 項目名は[換気選定]－[選定機器一覧]の項目名です。 

・ 単位は SeACD で取り扱う単位です。Revitの単位へ変換されます。 

・ Revit パラメータ名は、Revitの機器ファミリのパラメータです。 

・ ○の項目を Revitに連携します。 

 

SeACD 項目名 単位 Revitパラメータ名 

外気処理機 

（全熱交換） 
全熱 

交換器 

顕熱 

交換器 

送風機 

あり なし 給排気 給気 排気 

換気 必要換気量 [m3/h] 設計風量 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

特殊換気 設置場所  

       

必要換気量 [m3/h]  

       

設計換気量 [m3/h] 風量 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

シ ッ ク

ハウス 

非居室  

       

換気回数 [回/h]  

       

換気量 [m3/h]  

       

判定  

       

設計 風量 給気 [m3/h] 外気量 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

排気 [m3/h] 排気量 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

機外静圧 [Pa] 機外静圧 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

機器番号 記号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

区分 

 

       

機器 型式 説明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

参考型番 モデル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

番手 番手 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

台数 

 

       

風量 給気 [m3/h] MAX風量 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

排気 [m3/h] MAX風量 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
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SeACD 項目名 単位 Revitパラメータ名 

外気処理機 

（全熱交換） 
全熱 

交換器 

顕熱 

交換器 

送風機 

あり なし 給排気 給気 排気 

機外静圧 [Pa] MAX静圧 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

外気負荷

処理能力 

冷房 [kW] 

        

暖房 [kW] 

        

エンタル 

ピー交換 

効率 

冷房 [%] エンタルピ交換 

効率_冷房 

○ ○ ○     

暖房 [%] エンタルピ交換 

効率_暖房 

○ ○ ○     

温度交換効率 [%] 温度交換効率 ○ ○ ○ ○    

電動機出力 [kW] 電動機出力 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

消費電力 [W] 消費電力 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

電源 相   相 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

電圧 [V] 電圧 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

制御 高効率電動機 電動機_種別 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

インバーター 始動方式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

送風量 

制御 

CO・CO2 濃度 発停方式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

温度 発停方式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

24 時間換気 

        

非常用電源 電源種別 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

始動方式 始動方式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

据付方式 設置方法 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

付属品 防振 付属品_防振装置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

フィルター 付属品_フィルター ○ ○ ○ ○    

連動 連動 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

備考 コメント ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

製品 

情報 

サイト名         

サイトアドレス URL ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

建物概要-周波数 周波数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 給気/排気☑ ※5    ○ ○ ○ ○ 

  

 
※5 給気に設置されている場合、チェックボックスのチェックが有り。それ以外の場合はチェック無し。 
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メーカー提供データ他 

SeACD画面に表示されない機器のメーカー提供データの一部を、Revitに連携します。値を確認する場合は[換気機器一覧表]

を出力してください。 

[換気機器一覧表]の詳細は、『標準版 SeACD の操作マニュアル』を参照してください。 

・ SeACD 項目名は[換気機器一覧表]の項目名です。 

・ 単位は SeACD で取り扱う単位です。Revitの単位へ変換されます。 

・ Revit パラメータ名は、Revitの機器ファミリのパラメータです。 

・ ○の項目を Revitに連携します。 

 

SeACD 項目名 単位 Revitパラメータ名 

外気処理機 

（全熱交換） 
全熱 

交換器 

顕熱 

交換器 

送風機 

あり なし 給排気 給気 排気 

設計 風量 給気 [m3/h] 外気量 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

排気 [m3/h] 排気量 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

機外静圧 [Pa] 機外静圧 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

機器番号 

 

       

区分 

 

       

機器 型式 説明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

参考型番 モデル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

番手 番手 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

台数 

 

       

風量 給気 [m3/h] MAX風量 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

排気 [m3/h] MAX風量 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

機外静圧 [Pa] MAX静圧 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

外気負荷

処理能力 

冷房 [kW] 

        

暖房 [kW] 

        

エンタル 

ピー交換 

効率 

冷房 [%] エンタルピ交換効

率_冷房 

○ ○ ○     

暖房 [%] エンタルピ交換効

率_暖房 

○ ○ ○     

温度交換効率 [%] 温度交換効率 ○ ○ ○ ○    

電動機出力 [kW] 電動機出力 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

消費電力 [kW] 消費電力 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

電源 相   相 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

電圧 [V] 電圧 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

騒音レ

ベル 

最大 [dB] 騒音レベル(dB(A)) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

最小 [dB] 騒音レベル(dB(A)) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

制御 高効率電動機 電動機_種別 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

インバーター 始動方式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
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SeACD 項目名 単位 Revitパラメータ名 

外気処理機 

（全熱交換） 
全熱 

交換器 

顕熱 

交換器 

送風機 

あり なし 給排気 給気 排気 

送風量 

制御 

CO・CO2 濃度 発停方法 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

温度 発停方法 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

24 時間換気 

        

非常用電源 電源種別 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

始動方式 始動方式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

据付方式 設置方法 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

付属品 防振 付属品防振装置 ○ ○ ○ ○ ○ ○  

フィルター 付属品_フィルター ○ ○ ○ ○    

連動 連動 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

備考 コメント ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

寸法 W [mm] Width ※6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

D [mm] Depth ※6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

H [mm] Height ※6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

W×D×H [mm]         

質量 [kg] 製品質量 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

価格 [円]         

製品情

報 

サイト名         

サイトアドレス URL ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  

 
※6 ファミリのサイズに関わる項目の為、連携元の値が「0」または空文字である場合でも、クリアしません。 
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機器パラメータの連携－空調機器 

空調機器について、SeACD 上での表示、入力、または裏で保持している値が、Revit にどのように返されるかの一覧で

す。機器のタイプ毎に返される値が異なります。 

 

連携条件 

・ SeACD の[空調選定]－[選定機器一覧]の入力値と Revitの機器ファミリが連携します。 

・ Revit パラメータ名が複数の項目に記載されている場合、その項目のうち、最も大きい SeACD の値を連携します。 

・ パラメータのクリア条件は本マニュアルの「機器パラメータの連携－クリア」を参照してください。 

 

入力項目との連携 

・ SeACD 項目名は[空調選定]－[選定機器一覧]の項目名です。 

・ 単位は SeACD で取り扱う単位です。Revitの単位へ変換されます。 

・ Revit パラメータ名は、Revitの機器ファミリのパラメータです。 

・ ○の項目を Revitに連携します。 

 

SeACD 項目名 単位 Revitパラメータ名 

機器タイプ 

パッケージ 

室外機 

ビル用マルチ 

タイプ室外機 

GHP室外機 室内機 

室情報 階      

室番号      

室名  

    

最大負荷 冷房 [W]  

    

暖房 [W]  

    

必要能力[定格] 冷房 [kW]  

    

暖房 [kW]  

    

機器番号 記号 ○ ○ ○ ○ 

区分  

    

型式 説明 ○ ○ ○ ○ 

参考型番 モデル ○ ○ ○ ○ 

運転方法 運転方法 ○ ○ ○ 

 

台数優先 

     

台数 

     

定格能力 冷房 [kW] 冷房能力 ○ ○ ○ ○ 

暖房 [kW] 暖房能力 ○ ○ ○ ○ 

合計能力 冷房 [kW] 

     

暖房 [kW] 

     

定格消費電力 冷房 [kW] 消費電力_冷房 ○ ○ ○ ○ 
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SeACD 項目名 単位 Revitパラメータ名 

機器タイプ 

パッケージ 

室外機 

ビル用マルチ 

タイプ室外機 

GHP室外機 室内機 

[W] 消費電力_冷房 ○ ○ ○ ○ 

暖房 [kW] 消費電力_暖房 ○ ○ ○ ○ 

[W] 消費電力_暖房 ○ ○ ○ ○ 

定格ガス消費量 冷房 [kW] ガス消費量 冷凍 

  

○ 

 

暖房 [kW] ガス消費量 加熱 

  

○ 

 

電源 相 相 ○ ○ ○ ○ 

電圧 [V] 電圧 ○ ○ ○ ○ 

非常用電源 電源種別 ○ ○ ○ ○ 

APF APF ○ ○ ○ 

 

送風量 [m3/min] 風量 ○ ○ ○ ○ 

付属品 ドレンアップ 付属品 

   

○ 

加湿器 形式_加湿器 

   

○ 

防振 付属品_防振 ○ ○ ○ ○ 

フィルター 付属品_フィルター 

   

○ 

リモコン ワイヤード 台数_手元リモコン ○ ○ ○ ○ 

ワイヤレス 台数_手元リモコン ○ ○ ○ ○ 

冷暖切替ユニット数 

     

備考 コメント ○ ○ ○ ○ 

建物概要-周波数 ※7 周波数 ○ ○ ○ ○ 

  

 
※7 SeACD起動時に設定した周波数のことです。 
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メーカー提供データとの連携 

SeACD画面に表示されない機器のメーカー提供データの一部を、Revitに連携します。値を確認する場合は[空調機器一覧表]

を出力してください。 

[空調機器一覧表]の詳細は、『標準版 SeACD の操作マニュアル』を参照してください。 

・ SeACD 項目名は[空調機器一覧表]の項目名です。 

・ 単位は SeACD で取り扱う単位です。Revitの単位へ変換されます。 

・ Revit パラメータ名は、Revitの機器ファミリのパラメータです。 

・ ○の項目を Revitに連携します。 

 

SeACD 項目名 単位 Revitパラメータ名 

機器タイプ 

パッケージ 

室外機 

ビル用マルチ 

タイプ室外機 

GHP室外機 室内機 

屋外室内種別      

最大室内機台数      

運転方法 運転方法 ○ ○ ○  

システム相当馬力 [HP]      

冷房能力 最小 [kW]      

最大 [kW]      

暖房能力 最小 [kW]      

最大 [kW]      

低温最大 [kW]      

冷房定格運転時の顕熱比      

APFp      

消費電力

低温最大 

暖房 [kW]      

消費電力自

給装置冷房 

[kW]      

消費電力自

給装置暖房 

[kW]      

臭気低減機能      

運転電流 冷房 [A]      

暖房 [A]      

最大 [A] 最大電流値 ○ ○ ○  

力率 冷房 [%]      

暖房 [%]      

圧縮機電動機出力 [kW] 電動機出力_圧縮機 ○ ○ ○  

ファン電動機出力 [kW] 電動機出力_送風機 ○ ○ ○ ○ 

[W] 電動機出力_送風機 ○ ○ ○ ○ 

ファン 

風量 

 [m³/min] 風量     
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SeACD 項目名 単位 Revitパラメータ名 

機器タイプ 

パッケージ 

室外機 

ビル用マルチ 

タイプ室外機 

GHP室外機 室内機 

ファン 

機外静圧 

 [Pa] 機外静圧    ○ 

下限値 [Pa]      

上限値 [Pa]      

運転音 暖房 [dB] 音響パワーレベル(dB) ○ ○ ○ ○ 

冷房 [dB] 音響パワーレベル(dB) ○ ○ ○ ○ 

冷媒種 冷媒 ○ ○ ○ ○ 

冷媒充填量 [kg]      

環境影響度(GWP)      

接続 

配管口径 

液 [mm] 冷媒液管径 ※8 ○ ○ ○ ○ 

ガス [mm] 冷媒ガス管径 ※8 ○ ○ ○ ○ 

高低圧ガス [mm] 冷媒高低圧ガス管径 ※8   ○  

冷媒配管 最大長さ [m] 冷媒管長 ※8 ○ ○ ○ ○ 

最大高低差 [m]      

ドレン配管 ドレン管径 ※8 ○ ○ ○ ○ 

機外配線 最小電線太さ [mm²]  ○ ○ ○ ○ 

こう長 [m]  ○ ○ ○ ○ 

電源 相 [相] 相 ○ ○ ○ ○ 

電圧 [V] 電圧 ○ ○ ○ ○ 

ブレーカー容量 推奨ブレーカー容量 ○ ○ ○  

室内外連絡電線      

電源タイプ      

法令冷凍

能力 

標準 [トン]      

消費電力 

自給装置 

[トン]      

リモコン種類 台数_手元リモコン ○ ○ ○ ○ 

非常用電源有無 電源種別 ○ ○ ○ ○ 

寸法 W [mm] Width ※8 ○ ○ ○ ○ 

D [mm] Depth ※8 ○ ○ ○ ○ 

H [mm] Height ※8 ○ ○ ○ ○ 

W×D×H [mm]      

質量 [kg] 製品質量 ○ ○ ○ ○ 

価格 [円]      

製品情報 サイト名      

サイトアドレス URL ○ ○ ○ ○ 

  

 
※8 ファミリのサイズに関わる項目の為、連携元の値が「0」または空文字である場合でも、クリアしません。 
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機器パラメータの連携－クリア 

機器パラメータのクリア 

機器パラメータのクリアとは、数字は「0.0」または「0」、文字は空文字、チェックボックスは OFFの状態にすることを言いま

す。 

SeACDに保持している値が「0」または空の場合、機器パラメータをクリアします。 

 

また、Revitパラメータ側のデータ形式の制限により、SeACDから情報を返せない項目についても、 

「0」または「0.0」が固定で返されます。 

 

ただし機器パラメータのなかでファミリサイズに影響する項目はクリアされません。 

RUG が配布する機器ファミリでは、以下の条件に当てはまる項目が該当します。 

· Revit の「寸法」グループの項目 

· Revitの「モデル」グループの項目 

 

機器パラメータがクリアされるタイミング 

SeACDで機器情報を入力して閉じると、Revitに機器ファミリが配置されます。 

新しく配置されるタイミングは、初回連携時と SeACD側で機器を増やしたときです。 

対象の機器パラメータがクリアされるのは、このときのみです。 

 

すでに SeACDから Revitに連携済みの機器については、「機器パラメータのクリア」の対象外となります。 

Revit 側で変更を加えた値をクリアで上書きすることはありませんので、SeACD から Revit に配置後の機器については、

手動でパラメータを編集していただくことも可能です。 
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クリアしないパラメータ 

以下のパラメータは、RUG が配布する機器ファミリの既定値を保有したままとなっております。以下情報は SeACD に搭

載のメーカー提供データとは異なるため、ご注意ください。 

 

以下の条件に該当するパラメータはクリアしません。 

・ RUG が配布する機器ファミリを識別するパラメータ 

・ ファミリサイズに影響を及ぼすパラメータ 

 

クリアしないグループおよびパラメータは下記の一覧を参照してください。 

機器ファミリに該当のパラメータが存在しない場合はなにもしません。 

 

クリアしないパラメータグループ一覧 

グループ名 

寸法 

モデル 

 

クリアしないパラメータ一覧 

パラメータ名 

呼称 

符号 

形式 

負荷分類 

機械基礎 

機械基礎_D 

機械基礎_W 

機械基礎質量 

機械基礎_H 

極数 

吸込口径 

外気量 

排気量 

IfcExportAs 

IfcExportType 

IfcProduct 

IfcTypeProduct 

RA サイズ/3 

Author 

OmniClassCode 

ProductInformation 

Revision 
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パラメータ名 

SpecificationDescription 

SpecificationReference 

Uniclass2015Code 

Uniclass2015Title 

Uniclass2015Version 

Version 

仕様書バージョン 

企業コード 

分類コード 

分類グループ 

設置方法 

積算_科目 

参照している仕様書のバージョン 

製品グループ 

製品リリース年月 

製品出荷対象 

法定耐用年数 

積算_拾い区分 

積算_科目 
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機能制限 

標準版 SeACDの機能制限一覧 

制限項目 制限内容 

[ファイル] メニュー ・ [新規] 押下不可 

・ [開く] 押下不可 

・ [閉じる] 押下不可 

・ [最近使用したファイル一覧] 削除 

[サポート] メニュー ・ [操作マニュアルボタン] 削除（Revit リボンに移動） 

・ [オンラインサポートボタン] 削除（Revit リボンに移動） 

・ [最新版のチェック] 削除（Ｒｅｖｉｔリボンに移動） 

・ [ホームページ表示] 削除 

[階情報]画面 ・ [追加ボタン] 削除 

・ [削除ボタン] 削除 

・ [基準階にまとめる] 削除 

・ [階層数] 削除 

[諸元入力]画面 ・ [室情報]-[階] 編集不可 

・ [室情報]-[室番号] 編集不可 

・ [室情報]-[室名] 編集不可 

・ [室情報]-[室面積] 編集不可 

・ [室情報]-[階高] 編集不可 

・ [室情報]-[天井高] 編集不可 

・ [室情報]-[室容積] 編集不可 

・ [室の追加] 削除 

・ [室の挿入] 削除 

・ [室の削除] 削除 

[換気選定]画面 ・ [機器リスト]は RUG が配布するファミリか、標準版 SeACD に搭載されたメーカー提供データを

RUGが配布するファミリに関連付けた機器を表示 

[負荷確認]画面 ・ エクスポート [STABRO 負荷計算ファイル...] 押下不可 

[空調選定]画面 ・ [屋外機システム]は RUGが配布するファミリか、標準版 SeACD に搭載されたメーカー提供デー

タを RUGが配布するファミリに関連付けた機器を表示 

・ [室内機リスト]は RUGが配布するファミリか、標準版 SeACD に搭載されたメーカー提供データ

を RUGが配布するファミリに関連付けた機器を表示 
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用語集 

 

用語 説明 

インポート Revitの建物モデルの情報を SeACDに反映させること。 

エクスポート SeACDの選定情報などを Revitの建物モデルに反映させること。 

スペース Revitで入力するスペースのこと。 

機器ファミリ Revitで配置する機器のファミリのこと。 

プロパティ Revitの各オブジェクトが保持する各種設定などの属性情報のこと。Revitのプロパティ画面で

確認できます。 
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